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(1)災害が激甚化・頻発化する中で、風水害による被害を、新たな取り組みを加えた幅広い対策により防止又
は軽減するために、技術者としての立場で多面的な観点から３つ課題を抽出し、それぞれの観点を明記した

うえで、課題の内容を示せ。

(2)前問(1)で抽出した課題のうち最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に対する複数の解決策を示せ。
(3)前問(2)で示したすべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクとそれへの対応策について、専門技術
を踏まえた考えを示せ。

(4)前問を業務として遂行するに当たり、技術者としての倫理、社会の持続性の観点から必要となる要件・留
意点を述べよ。
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１ ． 激 甚 化 ・ 頻 発 化 す る 風 水 害 を 防 止 ・ 軽 減 す る た め

の 課 題

■ タ イ ト ル は 短 く て も 構 い ま せ ん

(1) 事 前 整 備 の 観 点 よ り 、 横 断 的 な 連 携 し た 取 り 組 み

の 課 題

我 が 国 は 全 国 土 の 約 ７ 割 が 山 地 ・ 丘 陵 地 を 占 め て お

り 、 災 害 が 起 こ り や す い 国 土 条 件 で あ り 、 地 球 温 暖 化

の 影 響 の 気 候 変 動 に よ り 降 水 量 が 増 加 し 、 風 水 害 が 激

甚 化 し て い る 。 現 状 は 多 様 な 分 野 で シ ス テ ム の 構 築 を

個 別 最 適 化 し て 進 め て い る が 、 個 別 最 適 化 で は 拡 張 性

に 乏 し い た め 、 横 断 的 な 取 り 組 み を 行 う 必 要 が あ る 。

よ っ て 、 防 災 ・ 減 災 の 共 通 目 的 で 、 各 分 野 で 整 備 を 進

め る べ き 。

■ 「 個 別 最 適 、 横 断 的 、 防 災 ・ 減 災 の 共 通 目 的 」 で は

風 水 害 に 対 す る 課 題 が 見 え ま せ ん 。 白 書 の 暗 記 、 転 記

で は △

(2) 国 民 意 識 の 観 点 よ り 、 防 災 意 識 社 会 へ の 転 換 の 課

題

災 害 発 生 時 の 支 援 は 、 プ ッ シ ュ 型 や プ ル 型 な ど の 公

助 だ け で は 限 界 が あ る こ と か ら 、 普 段 か ら の 自 助 ・ 互

助 ・ 共 助 の 意 識 を 高 め る こ と が 重 要 で あ る 。 ま た 、 高

齢 単 身 世 帯 の 増 加 に よ り コ ミ ュ ニ テ ィ 機 能 が 低 下 し て

い る た め 、 防 災 意 識 社 会 へ の 転 換 が 課 題 で あ る 。 よ っ

て 、 国 民 の 視 点 に 立 っ た 対 策 に よ り 継 続 的 に 防 災 警 戒

体 制 を 構 築 す べ き 。
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■ 国 民 意 識 は 行 政 の 課 題 で あ っ て 、 コ ン サ ル タ ン ト の

技 術 的 課 題 で は あ り ま せ ん 。 水 害 の 課 題 は ？

(3) 情 報 提 供 の 観 点 よ り 、 わ か り や す い 情 報 発 信 の 課

題

リ ス ク エ リ ア 面 積 に 対 し 、 全 人 口 の 約 ７ 割 が 災 害 リ

ス ク の 高 い エ リ ア に 居 住 し て お り 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ の

公 表 や 大 雨 特 別 警 報 を 発 信 し て い る が 、 具 体 的 な 非 難

に 繋 が っ て い な い の が 現 状 で あ る 。 よ っ て 、 危 機 管 理

型 水 位 計 や 監 視 カ メ ラ な ど 、 可 視 化 さ れ た 情 報 を 積 極

的 に 提 供 し 、 具 体 的 な 避 難 に 繋 げ る べ き 。

■ 具 体 的 で ◎ で す 。

２ ． 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 に 対 す る 解 決 策

激 甚 化 ・ 頻 発 化 す る 災 害 に 対 応 す る た め 、 全 体 最 適

化 し た 横 断 的 な 連 携 に よ る 整 備 を 進 め る こ と が 最 も 重

要 な 課 題 と 考 え 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。

(1) 流 域 治 水 の 転 換

砂 防 、 河 川 、 下 水 道 、 海 岸 の 管 理 者 が そ れ ぞ れ 整 備

を 個 別 最 適 化 し て い る こ と か ら 、 集 水 域 、 河 川 区 域 、

氾 濫 区 域 を 一 元 化 し 一 つ の 流 域 と し て 連 携 し て 取 り 組

む 流 域 治 水 へ の 転 換 が 解 決 策 で あ る 。 具 体 的 に は 、 集

水 域 で は 自 然 環 境 の 特 性 を 利 用 し た グ リ ー ン イ ン フ ラ

を 活 用 し 、 雨 水 の 貯 留 、 浸 透 を 促 進 す る 。 河 川 区 域 で

は 、 利 水 ダ ム の 事 前 放 流 に よ る 貯 留 量 の 確 保 で あ る 。

氾 濫 区 域 で は 、 た め 池 や 田 ん ぼ の 高 度 利 用 や 宅 地 の か

さ 上 げ 、 災 害 リ ス ク の 高 い エ リ ア か ら 低 い エ リ ア へ の
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住 居 の 誘 導 、 土 地 利 用 制 限 で あ る 。

■ こ こ ↑ の 内 容 は ◎ で す 。 こ れ が 得 点 の 要 因 か も 。

(2) ス ト ッ ク 効 果 の 最 大 化

高 度 経 済 成 長 期 に 中 注 し て 整 備 さ れ た イ ン フ ラ が 加

速 度 的 に 老 朽 化 し て い る こ と か ら 、 イ ン フ ラ 長 寿 命 化

計 画 に よ る イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン ス を 行 い 、 ス ト ッ ク 効

果 の 最 大 化 を 図 る こ と が 解 決 策 で あ る 。 メ ン テ ナ ン ス

に 当 た っ て は 、 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト 縮 減 を 意 識 す る

こ と が 重 要 で あ り 、 事 後 保 全 か ら 予 防 保 全 へ の 転 換 や 、

Ｂ Ｉ Ｍ ／ Ｃ Ｉ Ｍ を 活 用 し た 生 産 性 向 上 を 図 る 必 要 が あ

る 。

■ 風 水 害 対 策 の こ と が 書 か れ て い ま せ ん 。

(3) 道 路 イ ン フ ラ の 強 化

道 路 イ ン フ ラ は 、 災 害 時 の 救 命 救 急 や 早 期 の 復 旧 、

支 援 物 資 の 輸 送 に 重 要 で あ る こ と か ら 、 道 路 交 通 の ネ

ッ ト ワ ー ク の 強 化 や ミ ッ シ ン グ リ ン ク の 解 消 が 解 決 策

で あ る 。 ま た 、 暫 定 ２ 車 線 の 高 速 道 路 区 間 の ４ 車 線 化

や 踏 切 道 の 立 体 交 差 化 を 進 め る こ と で 強 靭 化 が 図 れ る 。

■ ネ ッ ト ワ ー ク 、 強 靭 化 は 〇 で す が 、 ミ ッ シ ン グ リ ン

ク 、 暫 定 ２ 車 線 、 踏 切 立 体 化 は こ こ で 挙 げ る 必 要 な い

の で は 。

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策

上 記 の 解 決 策 を 実 行 し て も 新 た に 生 じ う る リ ス ク は 、

継 続 的 な 予 算 の 確 保 の 問 題 で あ る 。 対 応 策 は 、 ３ 次 元
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デ ー タ を デ ー タ ベ ー ス 化 し 、 シ ス テ ム を プ ラ ッ ト フ ォ

ー ム 化 す る こ と で 、 Ａ Ｉ ・ Ｉ ｏ Ｔ を 活 用 し た 評 価 に よ

り 高 度 予 測 が 可 能 と な る こ と か ら 、 予 算 配 分 の 選 択 と

集 中 を 行 う こ と で あ る 。

■ リ ス ク の 意 味 が 違 う よ う で す 。 「 前 問 (2) の 解 決 策

を 実 行 し て も 新 た に 生 じ う る リ ス ク 」 で す 。 「 予 算 確

保 」 は 前 か ら あ る 問 題 で す か ら 相 当 し ま せ ん 。

シ ス テ ム プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 化 、 Ａ Ｉ ・ Ｉ ｏ Ｔ は 情 報 工

学 分 野 で す か ら 専 門 技 術 に な り ま せ ん 。 予 算 配 分 選 択

は 行 政 課 題 。

４ ． 業 務 と し て 遂 行 す る に 当 た り 必 要 と な る 要 件 ・ 留

意 点

技 術 者 は 一 企 業 の 利 益 の み を 追 求 す る の で は な く 、

社 会 全 体 の 公 益 確 保 を 第 一 に 考 え 、 エ ン ド ユ ー ザ ー の

安 心 ・ 安 全 を 守 る 。 ま た 、 イ ン フ ラ 整 備 に 当 た っ て は 、

地 形 改 変 等 の 環 境 負 荷 が 発 生 す る 懸 念 が あ る こ と か ら 、

自 然 環 境 、 地 域 環 境 、 生 活 環 境 に も 配 慮 す る 必 要 が あ

る 。

■ 残 念 な が ら 意 味 が 違 い ま す 。 問 2 に 書 い た 業 務 を 遂

行 す る た め に 「 必 要 と な る 要 件 ・ 留 意 点 」 で す 。 提 案

に 対 す る 自 己 評 価 で す 。 技 術 者 倫 理 、 社 会 持 続 性 の 2

つ の 観 点 か ら 述 べ る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。

答 案 の よ う に 論 文 で 心 構 え が 問 わ れ る こ と は あ り ま せ

ん 。
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Society5.0の取り組みが進んでいる。水防災分野でも、Ⓐ危険性、Ⓑ狭溢性、あるいはⒸ立地
の辺すう性によるアクセス困難な特性・・

(1)水防災分野での遠隔化の取組を推進していくうえでの課題を、水防災対策施設の
有する特性を踏まえて、技術者としての立場で多面的な観点から３つ抽出し、それぞ

れの観点を明記したうえで、課題の内容を示せ。

(2)前問(1)で抽出した課題のうち最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題の解決
策を３つ示せ。

(3)前問(2)で示したすべての解決策を実行したうえで生じる波及効果と専門技術を踏
まえた懸念事項への対応策を示せ。

作成日 2021.11.18
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅲ－1
部門 建設

専門科目 河川、砂防及

び海岸・海洋

試験の評価 A

1. 水 防 災 分 野 で の 遠 隔 化 の 取 組 を 推 進 し て い く う え で

の 課 題

(1) 人 材 確 保 の 観 点 か ら 、 い か に 新 技 術 を 活 用 す る か の

課 題

少 子 高 齢 化 に よ り 、 1995 年 を ピ ー ク に 生 産 年 齢 人 口

は 継 続 的 に 減 少 し て お り 、 65 歳 以 上 の ベ テ ラ ン 技 術 者

の 大 量 離 職 が 想 定 さ れ る こ と か ら 、 2023 年 ま で に 21 万

人 の 人 材 不 足 を 解 消 す る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 人 材 不

足 解 消 の た め に い か に 新 技 術 を 活 用 す る か が 課 題 で あ

り 、 生 産 性 を 向 上 さ せ る べ き 。

■ 新 技 術 は Ｏ Ｋ で す が 、 人 材 難 は 課 題 で は な く 、 制 約

事 項 に す ぎ ま せ ん 。 技 術 士 で な く と も わ か り ま す 。

「 い か に 新 技 術 を 活 用 す る か 」 と 課 題 が わ か っ て も 、

そ れ 自 体 が 難 解 な の で 、 答 え の 意 味 が 薄 い で す 。

「 Ⓐ 危 険 性 、 Ⓑ 狭 溢 性 、 Ⓒ 立 地 の 辺 す う 性 に よ る ア ク

セ ス 困 難 な 特 性 を 踏 ま え て 」 と な っ て い ま す の で 、 そ

れ ら を 解 消 す る 技 術 提 案 が 欲 し い で す 。

(2) 働 き 方 の 観 点 か ら 、 遠 隔 化 の 生 活 へ の 浸 透 ・ 定 着 の

課 題

我 が 国 の 新 技 術 の 生 活 へ の 定 着 率 は 諸 外 国 に 比 べ 低

い こ と か ら 、 新 技 術 の 生 活 へ の 定 着 の 遅 れ が 課 題 で あ

る 。 中 で も 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 利 用 し た 遠 隔 操 作 に よ る 働 き 方

で あ る テ レ ワ ー ク は 、 場 所 や 時 間 を 有 効 に 活 用 で き る
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柔 軟 な 働 き 方 で あ る こ と か ら 、 ソ フ ト な ど の シ ス テ ム

の 平 準 化 や デ ジ タ ル 化 を 推 進 す べ き で あ る 。

(3) サ イ バ ー 攻 撃 の リ ス ク の 観 点 よ り 、 セ キ ュ リ テ ィ 対

策 の 課 題

新 技 術 の 活 用 で は 、 共 通 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 上 に セ ン

サ ー や 危 機 管 理 水 位 計 、 監 視 カ メ ラ な ど の ビ ッ ク デ ー

タ が 点 在 す る た め 、 常 に サ イ バ ー 攻 撃 の リ ス ク が あ る

た め 、 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 強 化 が 課 題 で あ る 。 よ っ て 、

デ ー タ の 真 正 性 の 確 保 や デ ー タ 管 理 の シ ス テ ム 構 築 を

行 う べ き で あ る 。

２ ． 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 に 対 す る 解 決 策

人 材 不 足 は 今 後 も 継 続 的 に 進 む 問 題 で あ る こ と か ら 、

生 産 性 向 上 に 向 け た 新 技 術 の 活 用 を 最 も 重 要 と 考 え 、

以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。

(1) Ｂ Ｉ Ｍ ／ Ｃ Ｉ Ｍ の 活 用

調 査 、 計 画 、 設 計 、 施 工 、 維 持 管 理 に お け る 建 設 生

産 プ ロ セ ス 全 体 で ３ 次 元 モ デ ル を 連 携 す る こ と が 解 決

策 で あ る 。 施 工 分 野 に お い て は 、 Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ を 利 用 し た

Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 を 搭 載 し た 重 機 に よ る Ｉ Ｃ Ｔ 施 工 が 行 わ れ

て い る が 、 建 設 生 産 プ ロ セ ス 全 体 で 共 通 化 さ れ て い な

い 。 調 査 、 計 画 、 設 計 段 階 に お い て ３ 次 元 デ ー タ を 活

用 す る た め に は 、 地 形 モ デ ル と 設 計 モ デ ル の 高 精 度 化

が 重 要 で あ り 、 Ｌ Ｐ デ ー タ や Ｓ Ａ Ｒ 衛 星 デ ー タ の 活 用

に よ り 制 度 の 高 い 地 形 モ デ ル を 構 築 す る こ と が 生 産 性

向 上 を 図 る う え で 重 要 で あ る 。
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■ 測 量 技 術 だ け で な く 、 こ れ が 水 防 災 に ど う 貢 献 す る

か ま で 言 及 す る と 良 い で し ょ う 。

(2) Ａ Ｉ ・ Ｉ ｏ Ｔ に よ る 高 度 予 測

維 持 管 理 に お い て 重 要 と な る 点 検 ・ 調 査 に お け る ド

ロ ー ン な ど の Ｕ Ａ Ｖ の 利 活 用 に よ る ３ 次 元 デ ー タ を デ

ー タ ベ ー ス 化 し 、 イ ン フ ラ デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を

構 築 す る こ と で 生 産 性 向 上 が 図 ら れ る こ と か ら 解 決 策

で あ る 。 ま た 、 蓄 積 し た デ ー タ に よ り 、 Ａ Ｉ ・ Ｉ ｏ Ｔ

を 活 用 し た 劣 化 予 測 が 可 能 と な り 、 維 持 管 理 の 選 択 と

集 中 が 可 能 と な る 。

■ 河 川 に つ い て の 対 策 が か か れ て い ま せ ん 。

(3) 気 候 変 動 へ の 対 応

我 が 国 の 国 土 の 約 ７ 割 が 山 地 ・ 丘 陵 地 を 占 め て お り 、

災 害 が 発 生 し や す い 国 土 条 件 で あ る 。 地 球 温 暖 化 の 影

響 で あ る 気 候 変 動 に よ る 降 雨 量 増 加 に 伴 い 、 災 害 の 頻

発 ・ 激 甚 化 が 問 題 と な っ て い る こ と か ら 、 Ｘ Ｒ Ａ Ｉ Ｎ

の 配 信 エ リ ア 拡 大 や ス ネ ー ク ラ イ ン の Ｃ Ｌ 超 過 指 標 に

よ る 災 害 予 想 の 高 精 度 化 を 進 め る こ と が 解 決 策 で あ る 。

３ ． 波 及 効 果 と 懸 念 事 項 へ の 対 応 策

(1) 波 及 効 果

上 記 の 解 決 策 を 実 行 し た 上 で 生 じ る 波 及 効 果 は 、 国

土 が 強 靭 化 さ れ る こ と に よ っ て 、 持 続 可 能 で 暮 ら し や

す い 社 会 の 実 現 に 繋 が る こ と で あ る 。

(2) 懸 念 事 項 へ の 対 応 策

懸 念 事 項 と し て は 、 新 技 術 の 進 歩 に 伴 い 機 械 や 機 器
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を 操 作 す る 能 力 は 高 ま る が 、 自 ら が 計 算 や 計 測 を す る

機 会 が 減 少 す る た め 、 若 手 技 術 者 の 技 術 力 が 低 下 す る

こ と で あ る 。 解 決 策 と し て 、 新 技 術 に 対 応 し た 資 格 制

度 の 導 入 や 、 Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ や ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト な

ど 、 若 手 技 術 者 の 教 育 制 度 を 構 築 す る こ と で あ る 。


